Studies on classification and inheritance of barley varieties having awnless or shorter-awned lateral spikelets (bozu barley) I. Variation of awn types and classification by Takahashi, R. et al.
Ju'LE'学研究 60:13-24(1982)
坊 主 オ オ ムギの分類 と遺伝 の研 究
第1報 だ 型 の 変 異 と 分 類
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周知のように,坊主オオムギほわが国では古くから広く栽培された種煩であって,普通
の六条オオムギと同様,側列の花もすべ て完全稔性を示し,その大きさこそ僅かに小さ
いが, とくに形には違いがない,ただ側列のe-が主列空より可なり短いか全 く欠けてお
り,ときに主 ･側列花とも完全無巴である点で好適の六条と異なっている.こうした特性
のオオムギ品種は日本のみならず不/く-ル以東の 1`来迎"の他の地域にも広 く見出され,
したがってわれわれにとって系統発生的にも実用上からも極めて関心の大きい種頬である
(Vavilov1926,高橋 1949).しかしその地理的局在性のため,欧米の研究者には認識が
抜く,その結果として分沸上の取扱いや群内品範間の巴長の変異や迫伝様式の研究もなお
不十分であった.著者の一人高橋 (1949)は以前この間鷹について調査,報告したが.当
時は調査材料も少なく不完全な点が多かった,それで筆者らは再び刀王威の各地域から収姓
した多くの材料について空砲塾の変展とそれらの地理的分布を調べた.
この研究を進めるうちに,坊主ムギを,Mansfeld(1950)が提唱した convar.inier-
medium(Kbrn.)Mansf.という 1`中間型"変唖腔に入れるべきかどうかについて疑義を
持つに至った.それで従来こうした ヰ` 間型"に組み入れられてきた変種全般について検
討を加え, この変種畔やhJJ主ム軒の栽培オオムギ分沸上の位位つけについて 考察を行っ
た.この相!｡t:では と述の2点に幽L現在までに得た調度および考察跡見を述べる.
Ⅰ. 坊主オオムギのき型の変異
武田 (1927)は日本在来の栽培オオムギ品熊の分頻について研究したが,その中で坊主
とか半坊主とよばれる側列巴の異常に短い品種畔,いわゆる坊主オオムギを次のように分
旅した.但し,括孤内は代表的な穂型を示す並性政変の品倭名で,これに似た区分は裸麦
や汎性 (粗だ六角種)に対しても行われている.
1. 坊主 :主列,側列ともほとんど亡を欠く無だ塑 (諏訪早生).
2.半坊主 :側列はすべて無だであるが,主列は有巴.それらは主列だ長により長だ
製 (矢羽根),中だ塑 (亨執博),短と型 し羊坊主)に細区分される.
3.半だ :主,側列とも有だであるが,帝適の六条種に比し,側列だだけが主列trT+よ
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りも明かに短い.主列巴長により,中巴型 (両ぴん),短だ型 (首曲)に区分され
る.
その後 Orlov(1936)は中国と日本,Aberg(1940)は チベット,Nakao(1956)と
Takahashietal.(1968)は ネ/ミー ルの採姫材料に品づ き,それぞれ新変唖を言己威した
(Appendix1).いま武田の巴塑区分にしたがってそれらを表現すると次の6掛 こなるI
坊主(三L側列煉空),半だ(主列長巴で側列短だ)および4櫛珠の半坊主,すなわち,側列無亡
て,主列が長巴 短巴 三叉だあるいは長三叉空をつけるものである,なお変稚区分はこのよ
うなど型の差異のほか,皮 ･雑作,租襟度および髄 ･粒色の速いによって行わ′れている･
li･者の1人はかつてわが国のt)J王オオムキム乙種0-3だ砧型を調べたが (高橋 1949),その
後東アジ7地域のさらに多数の材料について空席型の変異を止的に再調査した.
材 料 と 方 法
調Fr材料は印度,ネパール,中国,朝鮮および日本で収集し,岡山大学曲業生物研究所
大麦系統保存施設に現在保存中の皮費および裸麦総数1,625品種 (系統)である.それら
は1972年11月10日研究所の掛場に播種し,各系統 1区20個体を育てた.そして成熱後5
個体からそれぞれ標準穂各1を摘みとり,穂の中央部の節位の両側につく小穂の主列と側
列の空谷10本を内原の先端を-2占準にして外瀬から切 り取り,その全長を測定した,そし
て側列と主列の空長の通いの超度を示す目安として側列/主列の芭長比を計許し,その-冒
分率で表示することにした.坊主-かオムギでは播種期により,また栽培環境により,とく
に側列との発育が可なり強 く形やされることが知られている(例えは Engledow 1924).
しかし倉敷で即行痛感期に植付けた場合は品健の-ピ型の特徴が概して安定して現われるこ
とも長年の経験から認められている.それでもなお,1秘中で小穂により突発的に側列だ
が異常に長 くなることもままあるので,そうしたものは除外し,ほぼ平均的なものを測定
Lた.
結 果
一般的に正常な-tfi塾と見f⊂される六条系統でも側列とは主列巴よりつねに若干矩 く,そ
して側/主列の空足比についても可なりの変換がある. したがって,まず全部の材料につ
いての芭長比の変異状況から,坊主オオムギを正常塵から明確に区別できるかどうか,普
たさらに坊主 オオム半の中でどのような変異が見られるかを調査した.Fig,1には並性
1罷.種1.248と渦性品種336の各々について異なるJleE長比を示す品種頻度が画かれている.
この調産結果から正常だとち.なされるものはだ長比65%以上であり,そのLPE.懸数は坊主
オオムギ (非正常型)の7-9倍に通したので,この図では正常だ型の頻度を示すヒス ト
グラムの高さを坊主オオム中'の1/10に縮小して7T;した.Fig.1によると,正常六条塾の
巴長比の変異は65-95%で,モートは並性品種で80-i;5%,渦性凧種で75-85%であ
る,一方,並性坊主 オオムギでは聖典比15%以下,とくに0-5%のものが最も多く,
それらの総数は139品種に及んだ.渦性坊主オオム半でも33品和中29が0-5%のど長
比を示した.それらはいずれも側列lLtがほとんどないかごく短いので,一応側列無巴とい
える.なお,このほかに並性品種ではだ長比が40-60% (A群とする)と20-35% (B
耶)の半芭型が区別された.渦性｣)J'土すすムギではLit長比45-55%の半巴型が4J.'l卜願だ
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け見出された.
つぎに,並性品稀を亡長比により
正常型,側列無だ狸および半だAお
よび B型の4肺にわけ,各群別に,
異なる主列と長を示 す 品種頻度を
調べ. Fig.2の結果を得た. これ
によると,TF'常)lさ卜亡は主列の亡滋が
75mm を境としてそれぞれ 105mm
および 55mm をモー ドとする二二】ll.
の'頻度分布となり,長1･と,1.,/.i:の2
苗に再区分されることがわかる.つ
きに半だA('巴長比40-6()%)およ
び半妨B(亡長比20-35%)のLi,()
ではともにて列Lt巴:長 65-70mm の
ものがなく,それ以上とり∴Fの良亡
および短巳の2群にそれぞれ区分さ
れることが認められる しかし,ど
長比0-15%を示す側列柵と即では
列度分布が概して連&-L;的で,正常お
よび半Ile肝におけるようにはっきり
した 再区分は困)L#-Cある.強 いて
いえ(Lf,主列だ長も無巴に近い (】5
mm 以下)ものと, 20-60mm お
よび65mm 以上の行tLおよび尖巳
の3群に一応わけることができるか
も知れない Fig.3には並性品種中
から選んだ6種雑のこう門を代卦 ｢る
品種の穂と3小穂をホしておいた.
上述の虞衝で区分 されたLtJ樽型
の品種伴は さらに穂密度,皮枕性,
穂 ･粒色などの追いにより区分さわ
変棚として認定すべきである.しか
しこの結果では,側列無だ)=FJ.内では
主列だ長の変異が可なり迎就的 で,
上述のように3区分すノ与か,武坦
(1927)のように,I,-,.'>_無だ-および
i=.列だ長が長,中あるいは知の41.'I
に区別するかは年次変胸と今後得い
れる退転解析の結果を参照して決定
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す 二一二ととしたい.
以上に取扱った普通亡,iJもつ坊主オ
オムキのほかに,主列花だけに三叉だ
あるいは艮=_又亡'tJLを持-F,側列花にt+様
の廿拭器官を欠 く変種が少なくとも4
桂根,22系統が不パール産の裸麦に見
出された (Nakao 1956,Takahashi
elal,1968および AppendlXl参照).
ErJ度にはl))_i_イオムi'･ほ こくまれで
あるれ UttarPradeshで 得 た Ba-
llaという品種中に Flg.4に示すよう
に,側列は長t=であるか,王列の中央
の部分以下の小穂は巴を欠き,丁度半
坊主と逆の亡型を示す変異体か見出さ
れた.この種の変異は現在まで全 く維
告がない.
なお,UtlarPradeshの,不パール
路側の AImora地方で Fz-eisleben
(1940)が 見 出 して PseudoinLerme-
dLum と命名 した系統 (A222)は主
列 長tLで, 側列花は小形 ･無亡 不稔
で,Mansfeld(1950)はこれを側列半
不稔の IransiensKorn.と同定した.
しかし,かつてこの材料を箕いうけ倉敷で連年栽培観察して いるが, その側列粒ほ完令
に稔 り,半坊主の1種と見なされる.
地理的分布 :二又だ型を除 く192の坊主 オオムギ品種について穂軸節碗長と皮探性に
ついて調べ,なお日本の品種については さらに並渦性別に区分して,日本からネパール
印度に至る各地域別にそ0)頻度を胴べた.これらの触密度の調査結果では,日本,朝鮮お
よび 中国の並性品種は2･7mm 以上の脚 的節間長を示す疎穂と,2.3mm 以下の比較的
密穂のものとに区別できたが,ネパールの品唾は機軸節間長に関し連続的で あったので,
2･7mm以上と以下で疎穂型と据-樋密型に区分した.Tablelに示した結果によると,
ネパールには皮裸麦とも坊主 オオム牛が多く,調査総数に対する割合も33%,すなわち
Lf.il/3を占めていることが注目される.中国と朝鮮では坊主オオム車の割合は8%弱で
あるが,中国ではチベ,トと華中に限って比出され,朝鮮ではとくに分布の地域性が認め
られないが,坊主オ｣･ムギ品種のすべてが皮蒙でしかもその大部分は密穂で側列巴のごく
矩い半坊 F型であって変娘い二乏しい.日本の調査材料は古い在来品種が可なり(,7まれてい
ることもあって調査総数に対する｣)ノ主オオムキの割合は11%余と少し高まり,変性も朝
鮮より大きい.概して並性妓女の 密租型と榔生皮, 裸麦の錬磨nJ.の頻度が他よりやや高
し､.
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TableI ThenlnlbrLr.ln(I1)PI.(.tlnHrequencyI'()rlhe ■BomL'､･ar)ぐtleSOrb(11~)ey
()alerClHy1.educedau,)lnlu)V(ll.S)round ln therllrlerentregiolSOrE,lSI
Asla
Col-et.edbarlビy .Net)､e(1barlcy･ BozLl CV■S*
Laxspllくe Densespllくe Laxsplke L)ensesplke ln %
??
?
??
?
3 38/341-ll4%0 33/300-ll0%0 34/428- 79%
7 12/155- 77%
27 74/228-32･5%
1 1/96- 10%
52 7E1 28 38 192/1548-124%
*NumberorBozucv'S/toLalnumhel`OrCV'sexamined=BozLICV(%)
考 察
Ai-亜の地域には己の変異が秘めて多い.均主*オム牛もその新嘗な 1例をなしている.
何故西域に入るとそれか見られないか(,=ついてはよくわからない.この調査のW.'巣による
と.ネパールにはとくにiJJ主 トナ Jーtl-1の凧唾が点 く,その変興も多様であることが認めら
れた.隣接地域のチベ ノトについては調~行数が少ないのではっきりいえないが,可な りの
変異がみられるし, ｣の地で発見された町′1=lrB六条の H.agriocrllFLOnAbet･gの ]変種
dau,oenseもこの特性をそ/i:えていることは凧味がある, おそらくこれ らの地域から東漸
して華中地区や朝鮮,日本へと伝播lたことは想†如こ難 くない
t+の短縮や欠Ii'iTが杓の悼小化をもたらすことは遺伝的にも生理的にも一般にiABJ.められて
いるところである.したがって,坊主*オム牛はもし穂数や 1穂粒数に朗しとくに有利性
がないものとすれば,収品に的し普通の長と六条型より劣ると推測される.それで, もし
そ うであれば,このような変jR･tJ即よいずれltRJ汰されることが考えられるが,それだけの理
由で変鵜の迎命が決 まるとi,tいい切れない.i))-主オサム も･は次のような利点を持ち,日本
の11-定の地域ではこれが好んで叔増さナ｢亡いる.第 Lは伽-Ltあるいは地Ltのため組物の]項
部が軽 く長芭型より倒伏 しに くい 第 2は耕作'やとくに 刈 り取 り,調製の際IL1による不快
感が少な く,取扱いがはるかに容易である.J^jLA3は脱粒容易で脱･&調謹酎こ便利である.こ
の利点は裸麦より皮衣にJr7,'いて強 く認められ.tJJ羊1-71ム 1ー-品q!の2/3が皮妻であること
もこjLを奨二2-Tきi-るものであろう. また撒槻化か進 まず, ごく簡易な道具による脱P,tlr1-
業を行っている巾ではとくにTJ判 と思われる.Hal･lan andAnthony(1920)や Harlan
andPope(1921)は lLtの切除あるいは 知己,iT.椛の脱相性は柚仙やだへの 多址の灰分の集
ft'fに上ることを/J二十デー タを糾ている.
H InterTtediun-および坊主オオム半の大麦分相システムにおける
位置づけについて
FJl来栽培 ナナムギQ･)分放ては,掛 軸各節につ く3小他の うら州列′｣､地に.おける雌 ･雄の
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花器の発育と機能 (稔性)や闇やとなどの形,大きさ,長さの通いが一県して重要視され
てきた.例えば,Mansfeld(1950)は これらの特性に基づ き,六条,二条,dePciens,
labile(-irregulare)および inlermedium の5教組肝に大別した_ しかし,Linnaeus
(1753)以来提唱された オオムギの分析方式は種々異なり,それらは健の認定 ･区分の迎
いで2大別されるが,これによって intermediuTn秤の分掛上の位虻も異なっている.節
1は上述した側列花の特性を娘にする二条や六条といった種鰯は本来系統発生的に異なる
として,それぞれ別種とするものである(Harlan1918′WlgganS1921,Nevski1934ら).
この場合 inlermediumKdrn.は一般にGlTの取扱 いをされている. しかし,Abergand
Wiebe(1945)は六条塩 H.vulgareL emend.Lam.のJFに普3-di六条と intermedium
のi姫群を設け,しかも両者はむしろ連続的てあると述べている.
第 2は栽培オオム車はすべて同一ゲノムを共有し.柾の分化はないとし,全体を 1枚と
するものである.種名として古くは H.satwumJessenが広 く用いられた (Jessen1863,
Voss1885,A【terberg1899,Kornicke1885など)那,後に国際椅物命名規約に従い,
もっとも古い種の呼称 H.vulgareL に S.I.(広義)あるいは emendをつけたものを
用いることに なった. この敏の方式では inlerlnedium を一般に亜榔あるいは convar
(変種群)として取扱っている.
Intermedlum とはもともと二条と六条の中間の患味で名づけられたもので,Kornicke
(1908)によって二条と六条との晶析間交雑から生じたと推定される側列無空の磁掛 こ対
し,二条とも六条とも興なる髄であるとして記峨されたことに始まる.しかしこの中間範
という言集には穂の惰性に園し種々火なった解釈が可値であり,｣.l瑛 mtermediumKt)rn.
に対して今まで形態や起原,地理的分布などについて明らかに異なる種類のものがこの目J
に編入されてきた.それゆえ,それぞ,iuこついて山下に若干の検討を加えてみよう.
(1) Kornicke(1908)は ssp.inte?･mediumKorlュ.を次の如 く記城した :すべての小
袖は可稔,中央小梅はだあるいは三叉だ (hood)をつけ,一万側5,1J小穂は巴も hoodも欠
く. これによると, この亜掛 ま側列巴などを欠 くことによってのみ,ssp.hexastichum
L.(六角オオムギ)や ssp.leirastichumKorn.(四角オオムギ)と異なることになり,
ここでとりあげた坊主オオム半の棟の特性と一致する. しかし彼が実際に記成した 14の
変種は必ずしも側列中秋が完全な稔性を示さず半不稔のものが多い.しかもそれらの多 く
は有税rd場で生じたもので,雑磁性であり,二条型や六条型個体を分離し完全な問定を示
すものは全 くないようである.辿伝学的知見の少なかった当時としてほある程度やわを得
なかったと思われるが,このような未lZia定の t,吟を分原学的に変擬として記載することは
現在では容認できないことであろう.
(2) HarlanandHayes(1920)は二炎と六灸03.㌔ム柁間交雅から,側列巴を欠き,側
列花は半不稔で,文′昌瓦り二条と,<糸との中hljj形態を示すl占｣定系統を孝軌 これが 2迫広子
に支配されることを証明した. この中間固定型の過伝について, その後さらに Leonard
(1942b)により研究され,二条迎伝子 Vと中間性冶伝1･(intermedium)Ihあるいは I
との共有によることがわかった.なお,ZhとZは第4染色体上の敵対立退転子で,Vと
の共イ子二で側列小槌をそれぞれ10-50%および2%弱抜染させる作用がある.林ら (1975)
はこの Ihや Zは六条迫転子 vvとの兆Ifl･で六灸の側列花の充実に有利に働 くため六条品
種にはひろく含まれており,一方,二条.[一欄 は側列花が全 く不稔であることからみて,そ
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の対立迫転子 iを持つことを推dltJさせる結果を得た.なお,Ikeno(1925)は このほか
に,中間型をもたらす突然変災を見出している.
これらの迫伝研究結梨は(1)で述べた intermediumK6m･として記戒されたような側
列無it,半不稔のEZ雌 系統成立の吋能性を示すが,成増品種中にはそのようなものは実在
せず,よし出来てもごく軽小な粒の混じるような "=粂"品種は実用的に供用されないで
あろう.
(3) 現在不斉灸 imgulareあるいは Iabileとよばれているエチオピア固有の稚tRも
ある意味で inlermedlum の名に値するものである.というのは,その特徴として1穂の
うちで随所に側列粒が粁しく退化し誕餅と此刺のみとなり,租軸の節によって,1,2ある
いは3中和が着生する状態を示し,二条とも六条ともいえない形を呈するからである.こ
のものは前世紀半以後欧州にもたらされたが,Orlov(1929)は侵初これを inlermedium
K6rn.の下に入れて分類した.しかし1936年になって,これを新亜種として ssp.mler-
mediumVav.etOr】ovと命名した.同時に inlermediumKorn.に入れられていた他
の変掛 まssp.vulgareL.に編入 した.Aberg(1940)もこれを(D の雑種型の租掛と
一緒にして inlermedium(Kdrn.)Carletonとしたが,その後独立した新税として H.
irregulareÅbergetWiebeと命名 した. また,Mansfeld(1950)は convar.labile
(schiem.)Mansf,と命名 し,convar.mlermedium(拡orn.)Mansf.とは別群 とし
た.
(4) 坊主オオムギの分粗は K6rnicke(1908)の記版に従えはとうせん Iniermedium
K6rn.に細入さるべきことはさきに述べた通りであるが,Kbrnicke自身はこれに該当す
る変種を全く記服していない.後になって,Appendixlに示すように VavilovandOrlov
は中国とEl本で持た城主オオムギの6変価を,,またÅberg(1940)はチベットの採柴品削 .
に見出された4変礎を記成した.しかし両漕.者とも,上述した KdrnickeのinLermedium
の記収にも拘わらず,これらの変桃を六条唖の中に組み入れた.その後 Mansreld(1950)
は inlermedium(Korn.)Mansf.という変価群を新しく設定し,次の特性を持つ家8Iiの
すべてを統合編入した.すなわち,主列 ･側列小袖の外鰍 土ほぼ同形であるが,巴や三
叉亡の発育について差があれは側列花は完全稔性,半不稔あるいは全 く不稔でもこの群
に入るとした.その結果,K6rnlCke(1908)の記収した変種のほか Vavi10vandOrlov
や Åbergの記収にかかる坊主オオム千の変椀もすべてこの変櫛群に統合した. しかL
変種ir.ltここから除き,/I;粂型として分娩している. このようにして,再び intermedium
の分析に混乱を/もずるに至った.
上述の4肺は字ぷ泊りの intermedlum の名に該当する擬軸ではあるが. このうち
(3)irregulareは独立の変種畔としてすでにこの変種群から除外されているので, ここ
では論外である.つぎほ(4)坊主オオム半群であるが,これは側列花が完全に稔実し,親
の大きさや形も普通の,L(条にごく近 く,一方二条とは新しく異なっている.その側列だだ
けは多少とも児7;-1に短縮しているが,普通の六条型にも空の長さや形に可なりの遺伝的変
児があり,このような外頴の付属器宵の大きさの違いが両群を異なる変位肝として分析せ
ねばならないほど大きいもo)とはいえない. したがって VavilovandOrlovや Aberg
(1940)の如く,坊主 オオムギ を普通六条的 こ入れることが過当であり,日本の研究者に
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もこの処腔を児とする者は全 くないであろう.しかしその地理的分布に特鼎性があり,可
なり多くの変異型 (変健)の分化が認められるから,日本で坊主オオムギとして区別して
いるように,AbergandWiebe(1945)に従い,要すれば六条塾 convar.hexastichon
Alef･S.1.の亜群とすることは適当であろう.
このようにして iniermedlum 変都:肝から(3)(4)僻を除 くとすると,残 りは (1)と
(2)の畔だけになる.これらはすでに指摘したように栽培品種として成立したものはなく.
将来もその可能性は ない. したがって,convar.inlermedium(K6rn.)Mansf.はオオ
ムギの分娩システムから除外されてよいであろう.
摘 要
ネパール以東の,いわゆる火並地域に限り広 く叔培されている側列巴の多少とも短縮し
たいわゆるLjJ-主オオムギにおけるだ塾の変異とその地理的分布の状況について調査した.
なおこの種粗とそれを含む変種郡 iniermedium (Kdr'n.)Mansf.のオオム半分机上の取
扱いにつき考察した.結果は次の如く要約さilも.
1) 印度とネ/く-ル以東の地域から躯めた 1,625Fn租の側列と主列の世良比を調べた緋
果,正常六条はその比が 65-95%で,それ以下は坊主オオムギとして区別できた.
2) 坊主オオムギのうち並性品種でほだ長比 0-15%とくに0- 5%の側列無tl塾が猿
も多く,これらは主列巴長に関し,さらにほとんど無だ (坊主盟)短だおよび長だ (半坊
主型)に大体わかれるが明的な区別は困難である.
3) このほか,亡長比40-60% および20-35%の半妨A型およびB型が区別され,そ
れぞれの型は主列長ekt=と主列短1:に区分された.
4) 渦性晶柾でも側列無t:および半坊型が区別された.
5) 坊主オオムギは ネパールの晶健の約30%を占め,中岡,朝鮮では総調査数の約8
%,日本では11%であった.朝鮮の坊主オオム半は大部分が皮性揺穂の半坊主熱であっ
た.
6) 従来中間塑 inieγmedlum とl胸よれてきた凝尉 こ関する諸文献を押1今味した結果,
ここで取扱ったような坊主オオムギは六条唖 convar.hexaslichon(Alef.)Mansf.に含
め,要すれほその中の亜群として他の正常六条とわけるのが適当と考えた.なお,cOnVar,
intermedium (K6rn.)Mansf.なる変樫秤はオオムギ分煩システムから除いても実質上
さしつかえないと考えた.
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Studieson ClassiGcatiortand Inheritance ofBarley
VarietiesHaving Awnle鮒 OrShorter･awned
LateralSpikelets (Bozu Barley)
I.Variation ofawn typesand classification
RyuheiTAT(AHASI-T,JiroHAYASrlT,IsamuMoRIY^ andShozoYAsuDA
Summary
Barley cultivarscharacleriZedby awnlessorshor[er-aWnedlateralsp)kcletsare
knowntobe found only wllh川 [he OrLenL<llbarley region(VavLlov1926,Takahash1
1949),andtheyal-ecollectivelycalledfrom oldtimes"BozLl" barleylnJapan.Inthis
paperastudy onvarletalvarlatlOnwithlnthebozubarleyasto亡helengthsoflateral
andcentralawnsisreported withdiscussionofhow todeal1人′Jththisgrouplnthe
barley classはcation system.A totalof1625 ctlltlVarS COllec[ed from the Orien[al
regioneastOfNepaland Jndla iユ1Clusive,wereusedastlematerials.Leng[hsofthe
centralandlateralawnsofeachcultlVarWC･r-edetermLnedbymeLlSur.inglOpleCCLSeach
ofthoseawnstakenfrom 亡hecentralportionofでIVEStandardheads.
VarietalfrequencydistrlbutlOnforthera1100fltlleraltocentralawn(I/cratLO)
Clearlyindicatedthatthenormaloror.dinar),slX-rowedform lShLgherthan65% lni/c
ra[io(modalvalLIe80%),Whlle Lhcbozub,lrlety islowertlan 60% inthL'1/c rLLio.
And,thelattercouldbesubdividedintotlrCtntypes:(A)laterallylalf-aWned(40160%
1/cl■atio), (ら)laterallyshort-awnedr20135% i/C mlio)and(C)Iaterallyalvnlessor
alnlOStaWnless(0-15% ]/cratio). Furthermol'C.basedonbimodalfrequencydlSlribu-
tion'lStOthelengL-hofcentralawn,thenorm;lLandtwo[yp(､sofbozubarley,A and
B,couldbeclassifiedrespectivelyintotwo;long･awned(longerthan80mm)andshorト
awned(lessthan80mm)groups.However,wilhlntypeCsucl aClear-cutsubdlVISion
asabovewasdlFncu】t,becausethevariationaStOthecentralaWn lengthswasrather
continuous.A closep,nlLtjcanalysisofthe puLaLivLlthree orfouraWn typeslobe
)nvoJvedTnlghlbehe】piLlfortheclassはcaLion.
Placlng lmPOrlalCeOnthefeature uflLPterOmOrPhicdevelopmentofcentraland
lateraH emmaappen山LgLtS,Mansfeld(1950)proposedtoincludemajorltylurtSOfbozu
barleyunderCOnVar.iJlL,'･medlu?n(Korn.)Mansreld,togetherwl〔h thosL･Varietiesof
hybrld ongin described mostlyby K()rnicke日908)･ However,1l wasthoughtmore
reasonabletoassor[allthebozubarleyLlnderconvar.hexasllChon(Alef.)Mansf,based
olthecharacterlSlicthatall[he lateralsplkeletsarefully fertlle andon一yslightly
smallerthanthecentralones〕ustaslnthtlOrdin.7LrySix-rowedforms.
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Appendix1, AlistofvarletalnamesoflateralyaWllessorshorter-aWned
(Bozu)barleygroupsasarrangedaccordlnglotheirSPi】くedensity
Awnlengthofcentral
row:ユaLeralrow
Long:awn】eLl.う
･cILPikeyellow
Splkeblack
Long:short
Spikeyelow
SlOrt:alVnless
Splkeyelow
Spikeblack
Completelyawnless
Splkeyelow
Sp)keblack
Long:aWnless
Spikeyelow
Long:shor[
SpikeyeHoW
Splkepurple
SlOl'【:aWnless
Sl)lIくeyelow
Splくe Purple
Hooded:awnless
Splくeyelo＼V
EleVa亡ed
lOOded 'lWnless
SpHくeyeuOW
Abbrev
24
Laxspike l Densespike lVeryderlSeSplke
Co v ered barley
monLanum Nak.
7nO7-1on‡NLlk.
lrallSiens(K )
nwponwum Orl.
harlaniOrl. ja20ntCum Or).
aLralumOrl.
lonsum K.
n1-griLorTSum K
narZa-2raSaditNak.
ChmenseOrl.
nIgric･h川enSeNak.
Nalくedbarley
nudlmO711amJlnNak.
(nudihaxtonlLeon.)
slhaJ7genSeAbg.
cornuluTILSchrad.
1)hilemenseTak.
Tludln如 onic･um OrL
c･hu17geTLSCAbg.
nudlJaAon‡cum Orュ.
lamarumAbe,
gymnaTWmalum Nak
boleonum Nak.
dunclar-beyiZhLIk.
nudicapILalumNak.
Tudic･017geSlum Nak
K-KornlCke;Abg,=Aberg;iT:alく.-Nakao;Orュ.-Orlov;Leon.=Leonard
丁ak.=Takahashl
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